
　このコーナーでは、進路指導・学習指導などさまざま
なテーマで高校の取り組みや先生方の工夫を紹介する。
　例年、１～３月にかけての３年生の指導は、受験で思
うような結果を出せなかった生徒に対して、生徒の気持
ちに寄り添うとともに、国公立大学後期日程の出願や、
２月下旬以降に出願できる大学を一緒に探すなど、12月
までの指導とは異なる大変さがある。また、ここ数年、
私立大学では厳格な定員管理のために、正規合格者数を
減らすとともに、入学者数を調整するため少しずつ追加
合格を出す大学が増えている。そのため、一般入試の長
期化、追加合格の増加による指導の難しさ、入学大学（進
路）が３月末まで確定しない生徒の増加といった影響が
出ている。さらに、2021年度入試は、大学入学共通テス

ト（以下、共通テスト）が導入される新入試元年である
ことに加え、新型コロナウイルス感染症対策により大学
入試が複雑化、さらに直前の入試方法の変更の可能性が
あり、入試情報の確認が大変になっている。
　そこで、今回は、３年生に対する３学期の指導をテー
マとした。高校の先生方にアンケート調査を実施すると
ともに（注）、名古屋市立名東高等学校に取材し、３学期の
指導について聞いた。
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「３学期の指導」

第8回

コロナ禍での大学入試の実施
再度、休校措置が行われた場合の指導が課題

　まず、2021年１～３月までの３年生の受験指導・進路

指導において何が課題であるかを聞いた（自由記述）。

　最も多かったのは、新型コロナウイルス感染症が今後

拡大した場合の大学受験の実施と、直前期の高校での指

導に対する不安である。次いで、コロナ禍での休校措置

の影響により例年行っている指導ができなかったこと、

コロナ禍での受験のため安全志向となり、学校推薦型選

抜・総合型選抜の受験者が増加していること、新入試元

年による指導の難しさ、コロナ禍対応による入試の複雑

さにより個別大学の情報収集が難しくなっていること、

オンライン面接に関する懸念などが挙がっている。もち

ろん、「補講等で例年通りの進度で進路指導できた」「大

学志望の生徒の多くは、学校推薦型選抜や総合型選抜な

どで早期に決まることが予想されるため特に課題はない」

というコメントもあった。

Part 1 高校教員へのアンケート結果

（注）「ガイドライン10・11月号アンケート」　2020年11月４日～ 11月23日にかけて実施（メールによる）。回答者数117名。

大学入試の実施・直前期の指導

●·入試が本当に実施できるのかも不安ですし、共通テスト後
の指導にも一抹の不安を感じます。

●·現在、入学試験が予定通り実施されるという前提で、出願
指導を計画している。前提が崩れた場合、対応できるか不
安を感じている。

●·コロナによる休校がまた起きるのか、入試は予定通りに行
えるのか、まだまだ予断を許さない状況だと思います。万
が一、また悪化したらどう対応したらよいのか心配です。

●·コロナの感染のことを考えると、学校に登校させて指導し
た方がよいのか、自宅学習にさせて、オンラインで質問会
を設けるなどの形になるのか、このあたりが読めない。

●·コロナウイルス感染拡大を前に、登校指導とオンライン指
導のタイミングと連絡体制・情報収集が課題。

例年の指導ができなかったこと

●·今年度の３年生はスタートダッシュにつまずいてしまった。
志望を固めたり、年間の計画を見据える作業ができなかっ
たことで遅れを取り戻せないでいる。日頃からの密な連絡
が必要と感じる。
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７割が私立大学の定員管理厳格化による
影響を感じる
生徒の気持ちの整理、経済的負担が課題

　次に、私立大ではここ数年、厳格な定員管理のために、

正規合格者数を減らすとともに少しずつ追加合格を出し

て入学者数を調整する大学が増えており、そのため、①

一般入試の長期化、②追加合格の増加による生徒指導の

難しさ、③入学大学（進路）が３月末まで確定しない生

徒の増加といった影響が出ているかを聞いた。

　結果は、「とてもそう思う」33％、「そう思う」37％、

「そう思わない」19％、「まったくそう思わない」３％、

「わからない・その他」８％となり、７割の教員が影響を

感じている（回答者86名）。

　「とてもそう思う」「そう思う」を選んだ先生方の自由

記述を見ると、進路がなかなか決まらないことにより、生

徒が混乱する・気持ちの整理がつかない、受験の満足度

の低下、保護者の経済的負担が増加することへの懸念、

ひいてはそれらが生徒や保護者の安全志向につながるこ

とが指摘されている。

　また、上記の①～③への対応として、先生ご自身ある

いは学校で取り組んでいることを聞いたところ、「希望順

位をしっかりさせて、ぶれずに予定通り行うようにする

こと」「最後まで第一志望の合格に向けた受験勉強をやり

きること。国公立大後期日程まで受験するという目標を

設定すること」「早め早めの進路指導を行うこと」という

回答があった。ほかには、「生徒の志望を尊重すること」

「あらためて、偏差値ではなく“自身の将来像”を熟考し

た進路選択をするよう声がけをしていること」など、生

徒自身に、より自分の志望を考えさせるようにしている

ことが挙がっている。

●·学校説明会やオープンキャンパスがリモートや中止になっ
たことで受験意識の高揚が図りづらい。また、進路多様校
においては、就職指導や進学指導（学校推薦型・総合型選
抜）が重なり多忙を極めたこと。十分な進路情報の提供や
指導ができなかったこと。新入試導入に向けての対策が後
手後手になっていること。コロナに加えて、入試制度が二
転三転し、混乱を極めたことが課題。

安全志向

●·感染状況を心配して、早くに「合格確保校」をキープしよ
うという生徒の動向になかなか歯止めがかからない。
●·不確定な要素が多いために、生徒よりも保護者が安全志向
と早期に決めたいという希望を強く持っている。志望大学
を変更してでも、学校推薦型選抜・総合型選抜で決めてい
る生徒も目につく。現時点で今後の感染拡大の影響がわか
らない以上、この流れが正しいとも間違っているとも言い
切れない。このようなストレスを常に受けている教員への
対応が、どうしてよいのかわからない。進路指導に正解は
ないと言われてしまえばそれまでですけど。
●·近年の受験生を見ていると、受験校の決定に際しては考慮
しなければならないことがたくさんあるにもかかわらず、
それらを処理しきれずに中途半端な考えのまま受験をして
しまうケースが多く見られる。コロナの影響がなくてもこ
の状況なのに、今年に関してはさらに各大学のコロナ対応
についても考える必要が出てきており、例年以上に苦労す
るのは目に見えている。さらに、私立大学の定員管理厳格
化の傾向とコロナ禍が相まって、進学先の確定までに時間
も労力も今まで以上にかかってしまうケースが多くなるだ
ろう。加えて、二転三転する状況になった時に受験生のメ
ンタルが持つかどうかが非常に心配。早く決めてしまいた
いという焦りからの不本意入学の増加から再受験者の増加
に繋がってしまうというケースは避けたい。例年以上に受
験校の情報収集、綿密な受験プランの作成、受験生のモチ
ベーションの維持に気をつけていきたいと考えている。

入試情報の収集・オンライン入試

●·あらゆる点で感染対策や感染予防を求められるので、これ
までの「当たり前」が通用しないことが多いです。出願方
式や、行われる入試そのものも、例年とは違う形になって
いるところが多い。しかも、募集要項に掲載されていない
ことが、急遽求められることもあります。大学側にも事情
があるのでしょうが、受験生を混乱させる変更や改訂は、
余裕を持って知らせてほしい。
●·正直、今年度のみ特例として実施されることの一つ一つが
複雑さを増加させている。仕方ないとは思いつつも、維持
できる部分は最大限例年通りにしてほしい。
●·全国でコロナの影響の受け方がさまざまで、受験の方針に
ついて各大学からの通達の遅さに頭を悩ませた。また、各
大学によってコロナ関連の扱い方が異なっていることにも

「とてもそう思う」「そう思う」を選択

●·追加合格が延び延びになっており、なかなか学校でこうす
るという主体的な指導が困難になってきた。

●·補欠からの繰り上げが遅い時期まで続くことで、受験生の
満足度が低下していると感じている。あの大学の繰り上げ
が来るかもしれないと思いつつ、入試を終え、進学大学を
決めていくフラストレーションが、新たな生活のスタート
にかかっているメンタルな問題を感じる。また、進学準備

多少の困惑がある。
●·Web による面接に苦労している。平日に実施してほしい
ことと、機械に不具合が生じても受験生に不利にならない
ようにしてほしい。

●·オンラインでの受験に対して学校としてどのように対応す
るとよいか、また対応可能なのかどうか。

Kawaijuku Guideline 2021.2･340



「３学期の指導」 第8回

コロナ禍により
生徒の志望大学選びに変化はあったか

　最後に、今回のテーマである「３学期の指導」と直接

関係ないが、この状況が生徒の志望大学選びに影響があ

ったかを聞いた。というのも、コロナ禍の影響で、特に

前期は大学でも遠隔授業が中心となっていたため、地元

にいながら進学先の大学の授業を受けていた学生も少な

くなかったからだ。

　回答した先生方からは、地元志向、安全志向を指摘す

るコメントが挙がっている。今後、生徒の大学選びに変

化があるのかについても注目する必要があるだろう。

が終わってからの繰り上げ合格は、うれしいというよりも
混乱を招くだけになってしまった例もあった。
●·長期化はモチベーションの維持に苦労する。
●·補欠・追加合格がいつまで出るのかがはっきりしないため、
入学手続きに迷う保護者が多い。
●·本校は推薦入試で決まる生徒が多いので、②・③はあまり
該当しないが、一般選抜で受ける生徒は①の影響があり、
モチベーションを長く持続させることに苦慮している。
●·生徒の希望もあり、年内の入試を受験する生徒が増えてい
ます。本校でも早めの受験を指導していますが、年内に合
格してしまうと一般受験のチャレンジへのモチベーション
を持続させることが難しくなっています。
●·①少なからず、この影響は早期入試につながっている。受
験料は地味に負担が大きく、生徒はもちろん、保護者の心
的負担、リスクを避ける動きは止められない。②待つしか
ないと指導するが、リスクは非常に高く、志望順位下位の
大学への入学金等を納めることは保護者への負担が増すば
かりだ。③入学準備を数日で行わなければならないのは、
その後の 4年間の大学生活を考えると、生徒・保護者に
とって大変な負担増である。このことも総合型選抜・学校
推薦型選抜の早期受験を煽る要因である。
●·3 月末の追加合格で入学金等の追加負担がかかる。生徒の
気持ちの整理が大変。
●·勤務校の進学状況の実態から考えて、やはり③がもっとも
当てはまり、深刻だと思います。大学の都合は仕方ないで
すが、それによって右往左往する生徒、そして保護者と教
員。入試方法も複雑化しているので、担任への負担は大き
いですね。年明けからの指導が思いやられるところです。
●·第１志望としている大学から追加合格がきた場合、他の大
学に入学金を納めていたらコロナのために経済的負担が今
まで以上に増しているので、どういう選択を取らせればい
いか難しくなるように思われます。
●·①～③すべて影響として出てきていると思います。ただ、
合格圏内に届く学力を身につけていれば恐れることはあり
ませんので、情報に振り回されることなく、地道に学力を
つけるよう指導しています。

「そう思わない」「まったくそう思わない」・他を選択

●·推薦入試を利用する生徒が増加しており、生徒指導の難し
さは秋からである。
●·本校のような地方の進学校は、基本的に国公立大中心の指
導のため、元々私立大志望の生徒には手厚い指導が行き届
いていないのが現状ではないか。
●私立大を専願にしている生徒が少ないので、あまり感じな
かった。
●あまり影響は感じていないが、私立大学の入試は多様化し
ており、複雑である。大学はもう少し、受験生・保護者・
高校のことを考えて、シンプルでわかりやすい入試をすべ
きである。その意味で、大学の一方的都合に過ぎない補欠

合格の制度は廃止するか、少なくとも縮小すべき制度だと
考えています。

●·一つ確実に言えるのは、生徒、保護者双方とも推薦志向、
安定志向に傾いている。

●もともと国公立大の後期日程まで受験するように指導して
いるので、影響は少なく感じるが、一方で翻弄されている
生徒もいることは確かである。

●·切り替えを重視している。追加合格を待つことなく次の受
験をして合格しているので、そのあたりのことはわからない。
●探究学習が深化するにつれ、生徒の志望も生徒自身が考え
てきたものになっているため、それほど問題は感じていま
せん。

●·大学、専門学校、就職、どれにおいても、地元志向が強ま
った。

●·生徒や保護者との面談でよく聞いたのは「コロナで直接授
業を受けられないのならば、別にわざわざ遠方（かつ感染
リスクの高い都市部）の大学に行かなくてもよい。どうし
てもと言うのなら大学院から行けばいい」というもの。

●オンラインばかりで半分程度も対面しない大学が東京方面
にはとても多い。憧れで東京方面を夢見ていた生徒が軒並
み地元志向に傾いた。大学ごとのオンラインの程度が公表
されていないため、情報不足の生徒は東京方面の大学をめざ
そうとしている。下宿を引き払ってこの春から自宅に滞在し
ている卒業生の話もよく聞いている。今後国公立大も他県
の合格が出ても地元の私立大に行く生徒が多くなるだろう。

●·関東圏への志望が減り、地元を中心として東北地方への志
望が増えたように感じる。

●·地元国公立大学への志望増加。
●·昨年度以上に総合型選抜・学校推薦型選抜での受験が増え
ている。また、共通テストに出願する受験生が減少してい
る。いずれも年明けの受験に不安があり、早期に進路先を
決めたい気持ちの表れではないか。

●·一般選抜で勝負する生徒は超安全志向になっている。逆に、
学力が不十分な生徒が総合型選抜で難関私立大にチャレン
ジし、好結果をおさめている。 
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高校の取り組みPart 2

３年生の冬まで
当初の第一志望校をめざす

　名古屋市立名東高校は、毎年、東

海地区を中心とした国公立大学に多

くの合格者を輩出する進学校である。

生徒の進路希望を把握するため、進

路希望調査を１年生は9月、２年生は

５月と９月に行っている。２年生は、

７月と11月に模擬試験を受験し、そ

の際に受験校を記入することが、志

望校を考えるきっかけになるそうだ。

この時点では、大半の生徒が志望校

として名古屋大学を挙げるという。

　ただ、模擬試験の結果が思わしく

なくても、２年生の時点で名古屋大

学という目標を変更させることはし

ない。その理由を、黒宮達夫先生は

次のように説明する。「名古屋大学を

めざしていれば、他の大学に志望を

変えたとしてもほとんどの大学は受

験できます。まだ２年生ですし、学

力はこれから伸びていくので、『名古

屋大学をめざすなら頑張っていこう』

というスタンスで指導しています。

また早い段階で受験科目を絞り込み

すぎると、いざ受験の段階で他大学

に変更するのが難しくなります。そ

のため、無理に早く受験校を決めさ

せることはしていません。ただ、志

望校が漠然としている生徒には、本

校の進学実績を踏まえ、国公立大学

を志望するなら実力考査の校内順位

100番以内、名古屋大学なら50番

以内というように、身近な目標とし

て校内成績を示しています」

　３年生になると、夏休み前の７月の

三者面談で保護者と志望校の話をす

る。「７月の三者面談では、第二志望校

も考えるように伝えますが、絞り込む

ようには指導していません。12月まで

は第一志望校を目標に勉強し、模擬試

験や学校の成績の動向を見ていきま

す。難しいようであれば、冬の段階で

志望校の変更を考えようと伝えていま

す。３年生の７月の時点では模擬試験

は１回しか受けていませんし夏休みの

勉強の成果を見る必要があるのです」

　２学期が始まると学校推薦型選抜

について生徒に伝える。そうすると

「当初、国公立大学進学希望だった

生徒の中にも私立大学の学校推薦型

選抜に応募する生徒が毎年一定数い

ます。『秋以降の学力の伸長を見てか

ら』と思いますが、生徒、保護者の

判断を尊重します。教員が一般選抜

を強く勧めることはありません。た

だ、事前の面談で、志望校を変更し

ても悔いがないかどうか確認した後、

受験を認めています。進路は自分自

身で選ぶことが大切だというのが本

校のスタンスです」

合格したら進学する大学を
受験校に選ぶことを重視

　12月になると、再度三者面談を実

施し、受験する大学を決める。大抵

の生徒は第一志望校合格が難しいと

考えると、自分で第一志望校を変え

たり、合格できそうな併願校を選ん

だりするが、悩む生徒には担任がア

ドバイスをする。

　ただし、黒宮先生は「受験校を決め

る場合は、合格したらその大学に行く

という気持ちが大切」と指摘する。そ

れが最後まで勉強を続けるモチベー

ションとなるからだ。「名古屋大学を志

望する生徒がいましたが、合格は難し

い状況でした。そこで後期日程を北陸

の国立大学を勧めました。生徒は保護

者とその大学を訪れて『この大学なら

行ってみたい』と納得した上で出願し

ました。結果は前期の名古屋大学は

不合格でしたが後期は合格でした」

　しかし結局、その生徒は後期の大

学に進学せず浪人して名古屋大学を

めざすことを決めたという。後期ま

で頑張ったことで自信をつけ、再チ

ャレンジする気持ちが出たからだ。

「現役生は、大学入試の最中でも、日

ごとに学力が伸びていきます。合格

したことで学力の伸びを実感し、もう

１年勉強すれば名古屋大学に合格で

きるという手応えを得たのでしょう」

　国公立大学をめざしていたのに大

学入試センター試験（以下、センター

試験）で思うような得点が取れなかっ

た生徒や、私立大学の一般入試で、受

　名古屋市立名東高等学校では、学校推薦型選抜や総合型選抜で早めに進学先を決める生徒が増
える中、国公立大学後期日程を受験する生徒に対する激励会を開くなど、最後まで第一志望校を
めざすための工夫をしている。３年生２学期までの進路指導を踏まえた上で、どのように３年生
３学期の指導を行っているかについて、進路指導主事の黒宮達夫先生に話を伺った。

３学期に自習室を開放したり
卒業式前日に後期試験説明会を実施し、生徒をサポート

名古屋市立名東高等学校

黒宮達夫 先生
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験した大学の多くが不合格となって

しまう生徒もいる。その場合、担任

が中心となって精神面のケアをする

とともに、まだ受験できる大学を生

徒と一緒に考える。その際、本来の実

力が発揮できなかった生徒に自信を

取り戻させるため、合格可能性の高い

大学を探すツールとして河合塾のバ

ンザイシステム（注１）を利用する先生

もいる。「以前、国公立大学をめざし

ていてセンター試験で失敗して調子

を崩してしまった生徒がいました。

センターの失敗を引きずって私立大

学もすべて不合格になってしまい、

焦りが見えました。しかし、受験校の

計画を見直し、少し余裕があった私立

大学に合格したことをきっかけに立

ち直り、最終的には3月入試で私立

難関校に進学することができました」

　黒宮先生がこういったケースで重

視しているのは、第一志望校の変更

と同様、受験校を勧めるときは本人

が進学してもよいと思う大学を受験

するよう促すことである。「どこも不

合格だと、生徒は焦ってとにかく早

く決めたいという気持ちになりがち

です。しかし、合格した大学に不本

意なまま入学し、その後、後悔する

生徒もいます。そうならないために

も、大学について調べて納得した上

で受験するように伝えています。な

お、今年については、新型コロナウ

イルス感染症流行に伴い、直前期で

の変更が多いため自分でこまめに入

試情報を確認するようにと伝えてい

きます。最悪の場合、変更を知らな

かったため受験できないということ

にもなりかねないことが心配です」

後期試験説明会を実施し
最後まで頑張る力を支える

　同校では毎年、卒業式前日に、任

意参加の「後期試験説明会」を開催

している。内容は河合塾による国公

立大学後期日程試験の面接や小論文

の情報提供だが、黒宮先生は「主な

目的は、卒業式が終わると事実上ひと

りで受験に立ち向かうことになるた

め、その前に、３月も受験を続ける生

徒に声をかけて集め、激励することで

す」と話す。例年20～30名が参加す

るが、参加するのは最後まで頑張ろう

という意識が高い生徒のため、実際に

は多くの生徒が前期日程で合格して

いるという。このため説明会は「この

会に参加した生徒は合格率が高い」

と励ましの意味にもなっている。

　いずれにしても受験のどの段階で

も大切なことは、最後まで頑張る姿

勢である。それを支えるために、精神

的な励ましばかりではなく、データを

示しつつ説明している。例えば、受験

人口の減少によって、大学入試の競争

率が下がっていることや、学校推薦型

選抜や総合型選抜は、一般選抜と比

べて楽な入試方法ではないこと、追加

合格や二次募集で私立の第一志望校

に合格する生徒もいることを、卒業

生や大学個別のデータで示している。

そして「先輩の姿が何よりの手本」と

考えて、卒業生の「合格体験記」を作

成して1～ 3年生までの全校生徒に

（注１）バンザイシステムでは、志望大学の合格可能性評価、各大学の入試科目や配点、募集人員、入試日程、志望者の得点分布などを確認でき、設置者、地
域や学部系統、全統模試の成績などから合格可能性の高い大学を検索することができる。

（注２）今年度から大学入学共通テスト。

名古屋市立名東高等学校

◇所在地：愛知県名古屋市名東区大針1 –351

◇沿革：1984（昭和59）年　開校
　　　　2003（平成15）年　スーパー・イングリッシュ・ランゲージ・ハイスクール（SELHi）指定
　　　　2010（平成22）年　国際英語科設置

◇学級編成：［全日制］各学年　普通科８クラス、国際英語科１クラス

◇生徒数：1,078名（2020年12月現在）

◇特色：創立以来、国際理解教育を推進しており、名古屋市と姉妹友好都市提携を結ぶロサン
ゼルス市から、毎年2名の現職教員を専任スタッフとして招いており、普通科を含め生きた
英語教育を実施している。夏期休業中の希望者によるオーストラリアでの語学研修、海外か
らの留学生受け入れや、生徒の海外派遣にも積極的に取り組んでいる。

◇卒業生の進路：2020年３月卒業生346名
・進路：4年制大学289名、短期大学2名、専門学校8名、その他47名
・合格者の内訳（現役生、延数）： 国公立大学114名、私立大学987名、短期大学4名

配布している。「先輩の顔が見えるよ

うに、記名で、手書きの体験記にし

ています。中には自分も翌年合格体

験記を書きたいと思って勉強を頑張

ったという生徒も少なからずいます」

　学校では、自習の支援として、例

年、センター試験（注２）以降の授業時

間短縮期に、学内に自習室を設けて教

員が質問に対応するなど、授業がなく

ても学校に来やすい雰囲気を作って

いる。「自習室を使う生徒が多く、集

団で静かに集中して勉強できるクラ

スや学年は必ずよい結果が出ます」

　黒宮先生が、指導の中で、常々生徒

に伝えているのは、「悪い大学はない」

ということである。「今の大学は情報

も公開し、留学制度、就職支援なども

丁寧に行っているところが大半です。

頑張れば必ず成長できると思います。

問題なのは、入学後も不本意な気持

ちをひきずることです。大学に行け

ば必ず新しい出会いや発見がありま

す。また理系であれば、学士課程と

は別の大学院に進学するケースもあ

ります。受験勉強を頑張った結果、

進学先で有意義な学生生活をぜひ送

ってもらいたいです。そのためにも、

生徒自身が納得した受験校選びをす

ることが大切だと考えています」
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